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物理吸収や迅速な化学反応プロセスについて特に有利であることを理論的に明かにし，ノ1< ~ j 1 に民解し
た酸素の放散，フエノールのオゾン分解反応によって実験的に実証している。
これらの成果は気液接触装置の設計，選定に対する大きな貢献であり，博士論文として価値あるも
のと J忍める。
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